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干 いも白粉成分の検索
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1.　東北地方では冬 から春 にかけ て間食用 とし てさつ

まいもを蒸煮し干して得 た干いもを店頭に見 るのである

力孔 その干いも の表面 につ く白粉 の成分について は奈良

等2,    3 の報告はあるがその各々が異 なっ た報告が なさ

れてお り未詳 の状態にあ るこ とからここに 白粉 の構成成

分について検索し た。

2.　試験材料は市販 のビ二－ル袋入れ干い も を 使 用

し，白粉の部分 と果肉 の粉末部分に ２分し，一一般分析法

に より水分，灰分 を，ま た呈色反応，ペ ーパ ークロマト

グラフに より糖類，アミノ酸, 有機酸，無機物を検出し，

゛ルトラン逸見氏変法に より糖類の分析定量 を行ない澱

粉， 可溶性 澱粉及びデキスト ジン，遊離糖類を定量し，

更にペーパークロマト濾紙の各spot 部分を截切し 塩酸

分解 後糖の定 量を行ない ぞれぞれ遊離糖類 の含有割合を

算出し た。 また顕微鏡にて結晶形を観 察し た。

3.　以上 の実験 より白粉 の成 分は糖類が大部分を占め

可溶性 澱粉 及びデキストリンが45% と最も多く澱粉13%

遊離糖 類28% であり遊離糖類の大部分はマルトースから

なりそ の他グルコース，フ ラ クトースを含み奈良等 の各

報告とは異なった結果 が得られた。 また無機 物の呈色反

応 による検出結果 はK,   Mg,   P,  Fe,   Ca の無機 イオン

の存在を認めアミ ノ酸， 有機酸は検出されなかった。比



較対照 の果肉 の成分 と

されそ の他 ３種 のアミ

し てはシ ュクロ ースが新 たに検出

ノ酸 が検出 され た。
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